
別紙４

～慢性疲労症候群 の障害状態につい て診断書を作成 されるお医者様 へ～

日頃よ り公的年 金事業 の運営に あたり ま して は、格 別 のご 協力を 賜り厚くお 礼 申し 上げ ます．

慢 性疲 労症候群 の障 害状 態につい て診 断 書 （血液 ・造血 器・そ の他 の障害 用　 様式 第１２ ０ 号の ７）

を 作成 す る際に は．診断 書（l）（租 作 宰で９ 接輝９ 内 容、邦 Ｍ,. 観場 、ｉ ¢）他 参考 となる事項 」 欄に、聚

のIり厚 生省伊 究獅 の琲症探分劈 Ｐ Ｓ（＝Peｒfoｒｍａり９ μａtｕｓ （ノ37 オーフン ス ・ 乃ア ークス）卜 四り ずれ
、

に該当 してい るか記載い ただく よ うお 願 いい たします 、． ．-．
●　　　　
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．　　 ．　　．_　　＿． ．．．__‥･･＿　 ㎜

【 参 考 】

Pｅｒ仙r ｍａｎｃｅ ｓtａtｕｓ に よる疲 労/ 倦怠 の程度

(厚生省 特別研 究事業 ．本邦 によ るCh ｒｏｎｉｃ Ｆａtigｕe Syndｒｏｍｅ＝ 慢性 疲 労症 候群の 実態 調査なら びに

病 因、 病態に関す る研究＝ 平成 ３年 度研 究実績 報告書)

ＰＳＯ 倦怠感がなく平常の社会（学校）生活ができ、制限を受けることなく行動できる。

ＰＳ１
通常の社会（学校）生活ができ、労働（勉強）も吋能であるが、疲労感を感ずるときがしば

しばある。

ＰＳ２
通常の仕会 く学校）生活ができ、労働（勉強）も呵能であるが．全身倦怠感のため、しばし

ば休息が必要である。

ＰＳ３
全身倦怠感のため、月に数日は社会（学校）生活や労働（勉強）ができず、自宅にて休養が

必要である。

ＰＳ４
全 倦怠感のため、週に款口は社会（学校）生活や労働（勉強）ができず、自宅にて休養が必

要である。

ＰＳ５
通常の社会（学校）生活や労働（勉強）は困難である。軽作業は可能であるが、週のうち数

日は自宅にて休息が必要である。

ＰＳ６ 調子のよい日には軽作業は可能であるが週のうち５０％以上は自宅にて休,包が必要である。

ＰＳ７
身の回りのことはでき、介助も不要であるが、通常の社会（学校）生活や経労働（勉強）は

不可能である。

ＰＳ８
身の回りのある程度のことはできるが、しばしば介助がいり、日中の５０％以上は就床して

いる。

ＰＳ９ 身の回りのこともできず、常に介助がいり、終口就床を必翌としている。
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